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登録リスト（該当：576件）
  ≪  1  2  3  4  5  6  ≫
		写真	タイトル	説明	登録日
	1	[image: 蚕糸業の衰退]	蚕糸業の衰退	上の資料から読み取れる通りピーク時日本の主要産業であった日本の蚕糸業は今や細々と続けられているもののみとなってしまった。
そこでその蚕糸業の、主要拠点であった上田市がその後どのような変革、転換を遂げたか調査してみることにした。

参考資料:蚕糸業をめぐる事情　農林水産省　令和4年7月　https://www.maff.go.jp/j/seisan/tokusan/attach/pdf/sannshi-3.pdf	2022-11-30
	2	[image: 上田蚕種協業組合事務棟]	上田蚕種協業組合事務棟	この建物は、1917年に上田蚕種株式会社として成立したのが始まりです。1970年に現在の社名に変更されました。
上田蚕種協業組合事務棟は、蚕都上田の歴史を伝える象徴で、貴重な建物です。	2022-11-30
	3	[image: 気候と養蚕業]	気候と養蚕業	上田市は年間降水量が1000mm未満であり、日本一晴れの日が多い街である。この気候は蚕の飼育に適しており、上田市は日本でも屈指の蚕の産地になった。	2022-11-30
	4	[image: 北向観音]	北向観音	晴天の日に北向観音を訪れた。やはり多くの人が訪れていた。実は別所にも「氷沢の風穴」という場所がある。蚕の孵化を抑制するために風穴という工夫がなされていた。	2022-11-30
	5	[image: サントミューゼ]	サントミューゼ	サントミューゼのサントは、かつて蚕都として栄えた上田市の歴史と、日本一の晴天率を誇るため、太陽が燦々と、さらには文化・まち・人を育てるという３つの目標が込められている。
ミューゼはミュージアムからの造語である。	2022-11-30
	6	[image: 上田の蚕業]	上田の蚕業	長野県上田市では、かつては蚕業が盛んな地域であった。それを象徴するのが常田館製糸場である。この製糸場は明治33年創業の歴史ある建造物である。当時の養蚕業は日本の近代化の原動力であり、様々な箇所で利用されていた。この施設では、室温度、通風、乾燥などを整えることで、一年を通して平均的に生糸を生産することが可能となっていた。
木造5階建繭倉庫、鉄筋コンクリート5階建倉庫群などは、国指定重要文化財に指定されている。	2022-11-30
	7	[image: サントミューゼ]	サントミューゼ	蚕都が由来であるサントミューゼを訪れました。
とてもきれいで素敵な雰囲気の建物でした。再び訪問してみたいと思いました。	2022-11-30
	8	[image: 上田蚕種協業組合事務棟]	上田蚕種協業組合事務棟	上田蚕種株式会社の事務棟として大正6年に完成し、建物はほとんど改変されていないそうです。正面は左右対称の構成となっており、木造二階建てで屋根は瓦葺きの建物です。
文化庁の登録有形文化財にもなっています。とても歴史を感じる建物でした。なぜ、改変されずに当時の姿をとどめていられているのか疑問に思いました。	2022-11-30
	9	[image: 四階繭倉庫]	四階繭倉庫	干繭倉として建てられた。東西には窓が一つもなく、通し柱がなく繭の保管や作業に考慮した造りになっています。壁に雨がかからないように、各界部分に下屋がついていました。	2022-11-30
	10	[image: 蚕の神様]	蚕の神様	蚕やさなぎ、繭までをかじり荒らす鼠は養蚕を悩ませてきました。鼠駆除のために猫を飼う一方、蚕が良い繭を作ってくれるように猫にまつわる様々な祈願をしました。上田地域周辺では「唐猫さま」と呼ばれていたり、「猫瓦」と呼ばれる猫耳状の二つの角が出ている屋根もあるそうです。
常田館製糸場内の展示にも四匹の猫を見つけました。現在身近な存在である猫が神様として祀られていることが興味深かったです。	2022-11-30
	11	[image: 五階鉄筋繭倉庫]	五階鉄筋繭倉庫	出火全焼のために建て替えられた、鉄筋コンクリート造りの五階建て建築物です。木造五階建繭倉とは異なり、干繭倉として建てられたもので、入り口は両開きの鉄扉が使用されています。階高も約240～345㎝と木造より高くなっており、繭の乾燥に優れた造りになっていました。	2022-11-30
	12	[image: 生糸の活用案２]	生糸の活用案２	生糸を使用した商品をもっと広めるべきだと思います。

着物でなくとも、例えば着物カードケースなど手ごろなサイズで手にできるます。このようなものを上田で広めることができれば需要ももっと伸びるのではないでしょうか。
養蚕業の衰退はつまるところ需要の問題に行きつきます。供給が足りなくなればまた発展することができるはずです。	2022-11-30
	13	[image: 常田館製糸場　見学]	常田館製糸場　見学	現笠原工業株式会社の常田製糸場は80年余りにわたって生糸の製造がおこなわれていました。構内には建物15棟が現存しており、うち7棟が国の重要文化財に指定されています。
この写真は五階繭倉庫です。多窓式繭乾燥・保管のための生繭倉庫として建設されました。製糸方法の変化に伴い、繭の保管・乾燥という目的から品質向上を目的とした干繭倉に改造され、小窓の多い造りになっている。	2022-11-30
	14	[image: 猫は蚕の神様です]	猫は蚕の神様です	常田館製糸場の建物の中で見かけた「猫は蚕の神様です」という文がとても印象的でした。蚕が無事育ち、良い繭を作ってくれるようネズミよけのため猫にまつわる様々な祈願がされていたようです。	2022-11-29
	15	[image: 上田蚕種協業組合]	上田蚕種協業組合	登録有形文化財である上田蚕種株式会社に行ってきました。この建物は上田蚕種株式会社の事務棟として大正6年に完成したそうです。「蚕都上田」を象徴する建物であることが伝わってきました。	2022-11-29
	16	[image: 上田紬について]	上田紬について	上田紬は結城・大島紬に並ぶ三大紬として江戸時代から称されていた。上田で蚕種の製造がはじまり、生糸にできなかったまゆ、くずまゆを紬の原料にしていた。良質であったため紬織りが盛んになったのだ。今回訪れたのは藤本さんである。こちらは上田東高校から近くの工房だ。浴衣なども織っていて現在も上田紬の魅力を発信している。私自身過去に小岩井公房さんで機織り体験をさせていただいた。とても難しく、職人の多大な労力を要するものであった。そこでお話を聞いたのが、上田紬を後世まで伝えていきたいが、職人不足が問題だとおっしゃっていた。上田にたくさんあった工房も今では２件である。一時期は日本の蚕業を支えていた蚕都上田がこのように衰退してきている。私たち学生が上田紬を使って何か発信できたらなと思う。	2022-11-29
	17	[image: 信州大学繊維学部]	信州大学繊維学部	信州大学は明治43年1910年設立の旧制上田蚕糸専門学校を前身とする日本唯一の繊維学部である。この上田蚕糸専門学校は蚕糸に関する最初の高等教育機関であり、長野県下初の官立学校として設立された。
この繊維学部は信州大学設置の昭和24年1949年と同時に設置された。その後も多様な学科が設置され、全国からたくさんの学生が集まる大学である。	2022-11-29
	18	[image: 重文常田館製糸場]	重文常田館製糸場	重要文化財に指定されている常田館製糸場へ行ってきました。現在は笠原工業株式会社となっており、事務所のある繰糸棟には今でも湯気抜きの小屋が残っていました。倉庫の中にも入ることができ、貴重な体験ができました。	2022-11-29
	19	[image: 上田蚕種協業組合]	上田蚕種協業組合	大正5年1916年地元の蚕種家が出資して上田蚕種株式会社として設立したのがはじまり。昭和45年に現在の社名となった。最盛期には22万箱の蚕種をこの組合から出荷していた。建物は検査室、食堂、催青室(蚕の卵を掃立予定日にそろって孵化させるため温度・湿度・光線を調節した部屋)、貯蔵の冷蔵庫や採卵室が配置されている。	2022-11-29
	20	[image: 旧小県蚕業学校(現上田東高校)]	旧小県蚕業学校(現上田東高校)	明治25年1892年に小県蚕業学校が蚕業学校として全国に先駆けて設立された。当時は上田町の丸堀の民家を校舎にして開校した。大正8年には皇太子様が来校されていることから当時でも注目されていた学校なのだと考えた。昭和19年12月9日に戦災によって本館の建物外10棟、1093坪を焼失してしまった。その後昭和21年以降、林業科、農業科、蚕業科を置いた上田農業学校となった。昭和35年には2度目の火災にあい、建物は全半焼、1237坪を焼失した。昭和37年には現在の名である長野県上田東高等学校となる。翌年昭和38年には蚕業科の生徒募集停止され、その後続々と農業科、林業科、家政科が廃止され、普通科のみの学校となった。	2022-11-29
	21	[image: サントミューゼ]	サントミューゼ	授業の中でも紹介されていたサントミューゼに行ってきました。蚕との関連はあまり見られませんでしたが、とても綺麗な建物です。	2022-11-29
	22	[image: 繭の女神]	繭の女神	上田駅内に蚕神の像が飾られていました。駅舎改装の折、故中村直人画伯から贈られたそうです。	2022-11-29
	23	[image: 蚕都としての上田　ー常田館製糸場見学をうけてー]	蚕都としての上田　ー常田館製糸場見学をうけてー	私は県外から進学してきました。養蚕と聞いて思い浮かぶのは、やはり富岡製糸場でした。
しかし、信州上田学の講義の中で、上田の蚕都としての歴史に触れ、現代に残る歴史を広くアピールする必要があると思いました。
養蚕業全盛期から、衰退してからの長野県の主要産業への流れや、背景にある気候や地域性などをアピールすると良いのではないかと感じました。
常田館製糸場を見学し、当時の人々に養蚕が身近なものであり、工夫の詰まった産業であったことを学びました。
後世へ伝えていくには、このようなデジタルアーカイブは特に重要な役割を果たしていくように感じます。	2022-11-29
	24	[image: 五階鉄筋繭倉庫内部]	五階鉄筋繭倉庫内部	「猫は蚕の神様です」と紹介されています。
養蚕が盛んであった昭和まで、「鼠」は蚕、さなぎ、繭をかじってしまうため、人々を悩ませてきたと言います。その鼠を駆除する目的で、猫を飼ったり、猫の神様を祀り良い繭を作ってくれるよう願ったとのことです。


五階鉄筋繭倉庫は、防火を重視した当時の技術が結集された物だと言います。干繭倉（繭を乾燥させて蛹を殺す過程）として建てられたものとされています。コンクリートを使用するなど、当時の技術を集結させているのだなと歴史を感じました。	2022-11-29
	25	[image: 猫瓦]	猫瓦	蚕種で栄えた上塩尻地区では猫瓦というものが多く見られます。
猫瓦とは、名前の通り猫の顔のような形をしておりおまじないとして、屋根につけたものだと言われています。
養蚕農家などによく見られていて、蚕を狙うネズミを寄せ付けないように猫瓦がつけられたそう。
現在でも、上塩尻地域で見ることが出来ます。	2022-11-29
	26	[image: 上塩尻まちあるき：モリス先生と一緒に]	上塩尻まちあるき：モリス先生と一緒に	上塩尻まちあるきでは、建築史学のマーティン・モリス先生をお迎えして一緒にまちあるきし、古建築の保全・活用に関するレクチャーもしていただきました。モリス先生は上塩尻の蚕種製造民家の建築史的調査をされた方で、上塩尻の建築・景観に対しては特別の関心を持たれています。

モリス先生の母国イギリスは歴史的な建造物である古建築を民間の意思で保全活用する「ナショナルトラスト」が発達した社会です。日本では歴史的建造物を保全し活用しようという気運は少ないのが実情です。上塩尻では「佐藤家住宅(三ツ引)」が2021年、上塩尻では初めて国登録有形文化財となりました。これを機会に、上塩尻の古建築、歴史的景観の貴さが再発見され、地域づくりに活かされていくことを願いたいものです。	2022-11-29
	27	[image: 上塩尻まちあるき：西側の板壁]	上塩尻まちあるき：西側の板壁	上塩尻は千曲川下流域（西方向）から吹き込む風が強いため、桑の葉に付く蚕の害虫であるカイコノウジバエを吹き飛ばすため質のよい桑が取れることが蚕種製造に適していたと言われています。実際にどの程度、西風が強いのかはわかりませんが、風が強かったことを物語っているのが建物の西側の壁一面に張られた板壁です。岩井小路にあるこの馬場邸の建物に西壁の板壁が残っています。風に吹きつけられると漆喰壁が傷むらしく、板壁で覆ってそれを防いでいるということです。

この板壁は景観的にも特色があり、写真集『民家の風貌』(小林昌人著、1994年)にも馬場家のこの板塀の景観が収録されています。	2022-11-29
	28	[image: 上塩尻まちあるき：〇〇小路]	上塩尻まちあるき：〇〇小路	上塩尻は北国街道をメインストリートとし、集落内にいくつもの小路（細い道筋）が通っています。地元の人たちはこれらの小路に名前を付け区別して呼んでいます。
★馬場小路
★寺小路
★毘沙門小路
★広小路
★岩井小路
★山小路
馬場小路は小路に面する家々がいずれも馬場さんであったことからそう呼ばれるようになりました。現在、馬場さんではないお宅に替わってはいますが、その呼び方が受け継がれて歴史を伝承しています。	2022-11-29
	29	[image: 上塩尻まちあるき：北国街道]	上塩尻まちあるき：北国街道	上塩尻の中心部である大村は北国改造に沿って集落が展開しています。上塩尻は千曲川に面し、洪水の常襲地でもありました。洪水に見舞われた集落が太郎山系の裾野に移ったとも伝えられています。城下町、宿場町、商業の町は全国の街道筋にはどこにでも見られますが、上塩尻の蚕種製造民家で構成される集落は極めてめずらしい。おそらく全国でここだけではないでしょうか。歴史的景観を備えた美しい町並みにも感心します。	2022-11-29
	30	[image: 上塩尻まちあるき：蚕種製造民家]	上塩尻まちあるき：蚕種製造民家	上塩尻には蚕種製造を営んでいた屋敷の多くが現在も残っています。その特色は２階建であること、建物が細長く大きいこと、２階の屋根の上に越屋根（小さな屋根）が備わっていることなどです。古い家々ながら現在も内部をリフォームなどして暮らしているお宅が多いことに感心をします。全国的に見ても蚕種製造民家が群としてこれだけ数多く残る地域は上塩尻だけではないかと思われます。その隣の下塩尻にも蚕種製造民家は多く残っています。改築することなく、古い建物をリフォームして現代においても住環境として活用するこの地域の知恵にも感心させられます。	2022-11-29
	31	[image: 上塩尻まちあるき：蚕室に備わる埋薪(まいしん)]	上塩尻まちあるき：蚕室に備わる埋薪(まいしん)	蚕種製造を中心的に営んでいた家の造りは「蚕室」を備えている点に一番の特色があります。その中でも特に特徴的なのが「埋薪(まいしん)」と呼ばれる暖房施設を備えていること。韓国のオンドル(温突)を彷彿とさせます。寒冷地のこの地域は寒く、蚕が寒さにやられないよう蚕室全体を温める必要がありました。旧佐藤宗家の２棟ある蚕室には今も埋薪がしっかりと残っています。	2022-11-29
	32	[image: 上塩尻まちあるき：家々の庭]	上塩尻まちあるき：家々の庭	上塩尻まちあるきで訪問できた蚕種製造民家の家々に共通することは、立派な庭を備えていること。母屋は蚕種製造に適した蚕室を備えているため、大きく細長い構造をしている点に特色があります。その前面には庭があり、母屋の構造に沿う形で細長く庭が広がっています。馬場小路の旧馬場邸、清水卓爾邸は共に屋敷の構造が特に類似していました。もう一つの特色は庭の手入れが行き届いていること。庭木の剪定など庭の維持には手間がかかります。こうした庭を備え、かつその手入れが行き届いた姿の庭にすることがその屋敷のステータスでもあるこの地域の文化ではないかと思います。	2022-11-29
	33	[image: 上塩尻まちあるき：猫瓦]	上塩尻まちあるき：猫瓦	上塩尻＝猫瓦のまち、といっても過言ではありません。

上塩尻の家々に特徴的に存在しているものに「猫瓦」があります。それぞれの家々で蚕種製造や養蚕を営んでいた各家の屋根や塀の瓦には、ネコを表徴した瓦があります。その中でも、毘沙門通りに面する佐藤家の屋敷には１階の屋根に猫瓦が、しかも２つ前後して存立しています。蚕の天敵であるネズミの侵入を防ぐという意味でのシンボリックな猫瓦の存在感を最もよく示しています。まちあるきをしながら猫瓦を見つけるたび、参加者がそれぞれ猫瓦を写真に収めていました。	2022-11-29
	34	[image: 上塩尻まちあるき：石垣]	上塩尻まちあるき：石垣	上塩尻まちあるきで改めて参加者が注目したものが見事な石垣群です。上塩尻の大村は北国街道に沿い、かつ、山麓の傾斜地に位置しています。傾斜地に展開する家々には段差があり、それぞれの家々はお城の石垣を思わせるような見事な石垣が築かれています。蔵の土台などにも礎石があり、それぞれに特徴があります。背後の太郎山山系から切り出された緑色凝灰岩が多く使われているらしい。これらの石垣の多くは、かつて高遠の石工が築いたとも聞いています。生半可なまた聞き情報ではなく、その歴史的背景などしっかりと調査する必要があると改めて認識をしました。	2022-11-29
	35	[image: 蚕種の里「上塩尻まちあるき」実施]	蚕種の里「上塩尻まちあるき」実施	11/26(土)、藤本蚕業プロジェクト主催による「蚕種の里『上塩尻』まちあるき」を実施しました。上塩尻のまちあるきはこれまで何度となく実施してきました。今回のまちあるきは「佐藤家住宅(三ツ引)」が国登録有形文化財に登録されて実質的に最初のまちあるきです。地元上塩尻の住民の方々を交えて参加者それぞれが途中途中解説をしながら、または参加者どうしで対話をしながら上塩尻をめぐりました。

13:00、藤本蚕業歴史館前に集合し、佐藤家住宅(三ツ引)、旧佐藤宗家の蚕室、旧佐藤宗家の屋敷跡、旧馬場邸(現原邸)、清水卓爾氏邸、清水邸(加賀の殿様が使った雪隠)などをめぐりました。いつものことながらまちあるきはまったり、道草くいのイベントともなり、この日も例外にもれず。地元の方々も改めて地元の歴史を感じられた様子でした。	2022-11-29
	36	[image: 上田紬]	上田紬	上田駅のお土産コーナーに上田紬が売られているコーナーがある。現代の人でも使いやすいようなものになっており、お土産に丁度良いものとなっている。上田が蚕種で有名な所をアピールするポイントとなっているに違いない。	2022-11-28
	37	[image: 常田館資料室]	常田館資料室	長野県での蚕種製造の歴史は上田地方が最も早く、藤本善右衛門家によって寛文の時代に始められたとされている。はじめ奥州産蚕種を仕入れ販売していたものが、次第に奥州へ出向き蚕種製造をするようになり、自家製造へ発展し全国へと販路を広げていった。上田地方が日本一の蚕種製造地帯となった背景としては、蚕種の改良と歩桑による種繭の生産によるものである。	2022-11-28
	38	[image: 上田蚕種協業組合]	上田蚕種協業組合	養蚕が盛んだった上田盆地は、千曲川とその支流が作る扇状地や河岸段丘が発達し、桑の栽培適地であった。年間降水量が少ないことも蚕の飼育に適していたため、上田盆地は春蚕の産地であった。	2022-11-28
	39	[image: 蚕養国神社②]	蚕養国神社②	蚕養国神社で行われた行事の様子がホームページで公開されていて、とても興味深かったです。
関心のある方は、ぜひ見てみてください。	2022-11-28
	40	[image: 蚕養国神社①]	蚕養国神社①	蚕養国神社は、木に囲まれた中にひっそりとある雰囲気がとても素敵だと思いました。
神社のすぐそばに駐車場があるので、車で行くことができます。	2022-11-28
	41	[image: 上田の蚕業について⑤]	上田の蚕業について⑤	常田館製糸場に行きました。飾ってあるクラフトの中には猫が多く「猫は蚕の神様です」という張り紙もあり、また、猫瓦というものも展示されていました。
上田の蚕業について記された記録には、「養蚕で恐ろしいことは、蚕が病気で死んでしまうことです。(中略)羽虫や鼠の防除にも配慮するよう注意しています。鼠は蚕を食べてしまうので、猫を飼ったり、猫の画を蚕室に貼ることも流行しました」(「上田市誌　近現代編(２)　蚕都上田の栄光」22ページ　上田市誌編さん委員会　平成15年3月1日信毎書籍印刷株式会社より)という記述があります。
公益社団法人　日本動物福祉協会のホームページでは、「【動物福祉】とは一言でいえば、『動物が精神的・肉体的に充分健康で、幸福であり、環境とも調和していること』です。」と紹介されています。	2022-11-28
	42	[image: 上田の蚕業について④]	上田の蚕業について④	蚕業を行っていた頃の農家の主婦についても現在の社会の状況と重なる部分が多々あります。
女性の労働について記録された書籍(「人権の確立と女性のあゆみ」 (平成14年)編集者　上田市誌編さん委員会　発行者　上田市・上田市誌刊行会より)に載っている写真を見ると、家の一角のような場所で女性や子どもが写っていたり、女性が男性に交じって働く写真があったり、特定の性別や年齢で限らず、人々の生活に蚕業が根付いていたように思われます。特に女性の仕事は家事育児、給桑作業や農作業など多岐にわたるように見受けられました。
同誌によると、

「明治から大正期に蚕糸業が全盛であった上田地域では、多くの農家の主婦が蚕の世話に始まる農作業や家事に追われ、目の回る忙しさでした。乳幼児をかかえた母親たちも例外ではなく、重	2022-11-28
	43	[image: 上田の蚕業について③]	上田の蚕業について③	上田の蚕業について記された記録には、工女の消費活動についても以下のような記述があります。

工場の休日は日頃の長時間労働から解放された工女にとっては楽しいひとときで、小間物屋に寄って化粧品や小物を求めたり、呉服屋で普段着を買ったりしました。おやつの鯛焼きは工女に人気があり、休日や工場の開業前になると店先に行列ができるほどでした。(中略)常田館などのような大きな工場になると、呉服屋や小間物屋などが出張して郷里へのお土産を売りました。(「上田市誌　近現代編(２)　蚕都上田の栄光」135、136ページ上田市誌編さん委員会　平成15年3月1日信毎書籍印刷株式会社より)

既婚でもなく、子どもでもない、大人の労働者である工女たちの消費行動は羽振りが良いように感じられます。加えて、結婚前に、経済力と自由がある	2022-11-28
	44	[image: 上田の蚕業について②]	上田の蚕業について②	上田の蚕業について記した記録には、工女の労働待遇について以下のような記述があります。

糸引きは手の器用さが求められることから繰糸の仕事は主に女性が行い、製糸工場で働く人の9割以上は女性で、男性は1割にも満たなかったそうです。製糸工場が盛んになるにつれ労働力を確保するため各工場が工女募集に力を入れるようになり、金銭面の事情から、前貸し金を用意できる大きい工場が有利でした。工女の８割ほどは16～26歳の義務教育終了から結婚前の人たちだったため、勤続年数によって、針箱・鏡台・ちりめん羽織などが出され、長期勤続者になると結婚するときの嫁入り道具が揃うほどでした。工場では休日を利用して、花見や温泉へ連れて行ったり、工場が落語・浪花節・義太夫などを聞かせる慰安会をすることもありました。楽しいひ	2022-11-28
	45	[image: 上田の蚕業について①]	上田の蚕業について①	上田の蚕業の発展について記された書籍では、「町村誌をみると、『男、農桑を業とす、農隙養蚕、山稼をなす、。女、養蚕をなす。余間生糸及び縫織をなす。』とあるように、上田地方では桑が稲作に次ぐ重要な作物であり、男女とも養蚕を手掛け、」(「上田市誌　近現代編(２)　蚕都上田の栄光」37ページ上田市誌編さん委員会　平成15年3月1日信毎書籍印刷株式会社より抜粋)と述べられています。そのことから、男女が同じ事柄について役割分担を行い、分業して働いていたことがうかがえます。また、上田の女性の人権の確立について記録された書籍によると、江戸時代は仕事の線引きはあまりなく、必要とあれば一家が協力して家を回すという文化だったとのことです(「人権の確立と女性のあゆみ」134ページ(平成14年)編集者　上田市誌編さん委員会	2022-11-28
	46	[image: 美ヶ原高原]	美ヶ原高原	上田市の有名な観光地である美ヶ原高原。あまり蚕都と関係の無いように思えるこの地域では、お正月に三九郎と呼ばれる行事(一般的に言うどんど焼き)にて、繭玉と呼ばれる、蚕の繭の形に似せたお餅を焼いて食べる習慣があるそうです。上田地域では広い範囲で、蚕都と関係のある遺産や文化が残っていることが分かりました。	2022-11-28
	47	[image: 旧宣教師館]	旧宣教師館	下之郷に位置するこの建物は、明治後期にカナダから来日した宣教師達のために建設されました。明治期は上田が蚕都として急速に発展していた時期でもあり、当時の発展の一部でもあると考えることができます。今では明治期の本格的な西洋建築を残す貴重な建物であると同時に、当時の上田が蚕都として栄えていた事が伺える遺産の一つでもあるように感じました。	2022-11-28
	48	[image: 生島足島神社]	生島足島神社	県内でも諏訪大社に次いで古いとされている生島足島神社。創建がいつかはっきりしていないが、平安時代の書物にはその名が記されていた事から、かなり古い歴史を持つことがわかる。生島足島神社では毎年1月に、お粥を使ってその年の農作物や蚕の出来高を占う行事が行われており、蚕都としての長い歴史を垣間見ることができる。	2022-11-28
	49	[image: サントミューゼ]	サントミューゼ	上田市交流文化芸術センター、サントミューゼです。サントミューゼの「サント」が「蚕都」から取られていたことが意外でした。定期的に上田の「蚕都」としての歴史を伝えるイベントが行われており、機会があればぜひ行ってみたいと感じました。	2022-11-28
	50	[image: 常田館製糸場]	常田館製糸場	上田市の蚕都としての歴史を示す、重要な遺産である常田館製糸場です。国の重要指定文化財にも指定されており、明治から大正にかけて建設された15棟もの建物が現在も保存されています。平日だということもあり、観光客らしき姿はほとんど見られませんでした。蚕都としての歴史を伝えていく為にも、より多くの人に訪れてもらえるようなＰＲが必要だと感じました。	2022-11-28
	51	[image: 手織り　上田紬　小岩井紬工房]	手織り　上田紬　小岩井紬工房	上田紬は、400年ほど前、真田昌幸が上田城を築城した際に地場産業として奨励した真田織が始まりと言われています。上田の気候や風土が養蚕に適していたことで、江戸時代には日本三大紬の一つとなりました。
上田紬の特徴は、丈夫なことです。この小岩井紬工房さんは創業以来手織り一筋で、上田紬独自の丈夫でしなやかな風合いを織りつむいでいます。
小岩井紬工房さんでは、工房見学、花瓶敷織体験、着尺や帯、小物の販売をしています。ぜひ行ってみてください！	2022-11-28
	52	[image: 蚕養国神社②]	蚕養国神社②	県歌である「信濃の国」の3番後半の歌詞には、蚕都上田の蚕糸業が日本経済の命運を左右する程重要な産業であることが歌いこまれている。

養蚕・生糸から始まった上田市産業文化の発展を願い、平成19年に神社脇に「萬葉歌碑」が建立された。上田市の産業と蚕には深い関わりがある。	2022-11-27
	53	[image: 蚕養国神社①]	蚕養国神社①	上田市内には「蚕」の名がつく神社が7社ある。
その中で、蚕が繭になる直前の大きさと同じ大きさの女神像が安置されている蚕養国神社に行ってきた。


昭和12年に上小蚕糸同盟会は蚕糸業界の尊崇神として蚕影神社の建立を決議したが、具体的には上田大星神社の摂社蚕養国神社の増営をすることとなった。工事が完了したのは昭和16年6月28日で、同時に遷奉祝祭が執り行われた。以後関係者によって例年蚕糸祭が開かれている。	2022-11-27
	54	[image: 蚕神像]	蚕神像	手に繭をのせた「蚕神」のブロンズ像が上田駅構内に飾られている。上田市内には蚕の神に関する神社も多数存在している。	2022-11-27
	55	[image: みすゞ飴本舗]	みすゞ飴本舗	今では養蚕農家もほとんど見られなくなったが、蚕の餌となる桑の木が上田市には数多く存在する。みすゞ飴本舗では、桑の実を使った商品を作ろうとして試行錯誤の末に昭和40年代初頭に桑の実ジャムが製品化した。

期間限定の販売ではあるが、上田ならではの珍しいジャムである。	2022-11-27
	56	[image: サントミューゼ]	サントミューゼ	サントミューゼは平成26年10月2日に開館しました。名前から蚕都上田を感じられる施設です。サントミューゼの「サント」は「蚕都」「太陽（SUN）」そして施設の基本理念の文化を育て、人を育て、まちを育てるという「３」つの育成を目指すという意味を持ちます。「ミューゼ」は「ミュージック」と「ミュージアム」からの造語です。	2022-11-27
	57	[image: 旧上田蚕糸専門学校（信州大学繊維学部）]	旧上田蚕糸専門学校（信州大学繊維学部）	旧上田蚕糸専門学校は1910（明治43）年に設立しました。信州大学繊維学部の講堂が登録有形文化財として保存されています。この建物は蚕糸にちなんだ桑・繭・蛾の意匠が内部の各所に付けられていることが特徴です。	2022-11-27
	58	[image: 旧小県蚕業学校（上田東高校）]	旧小県蚕業学校（上田東高校）	旧小県蚕業学校は1892（明治25）年に設立されました。現在の上田東高校の敷地に移転しました。養蚕教師の養成のために建てられた施設です。全国から生徒が集まっていました。1944（昭和19）年に米軍による爆撃を受けて炎上しました。今でもその痕跡が残っています。	2022-11-27
	59	[image: 蚕都上田]	蚕都上田	上田は江戸時代から昭和まで蚕糸業が盛んでした。そのため「蚕都（さんと）」と呼ばれています。現在はほとんど廃れてしまいました。しかし、当時の面影が残る地や施設も多く残っています。	2022-11-27
	60	[image: 常田館製糸場見学まとめ]	常田館製糸場見学まとめ	常田館製糸場を見学させて頂いて改めて、蚕糸業、製糸業について興味を持つことができました。常田館製糸場の施設15棟のうち7棟は重要文化財、他の施設は上田市指定文化財に指定されており、貴重な建物であることが感じられました。
分かったこととして、建物の至る所に繭を守るための工夫がされていると感じました。その中でも国内唯一の木造五階繭倉庫は存在感があり、繭を守るため扉が四重になっているそうです。長い歴史の中で最善の工夫がされてきたから、ここまで建物が残り、製糸業が続いているのだと思いました。そして養蚕業、製糸業が上田の発展を支えてきたのだと感じました。
今回は予約をとっていなかったので、五階繭倉庫の中は見学することはできませんでしたが、団体で見学する際は予約をとって、ガイドをしてもらい、	2022-11-26
	61	[image: 常田館製糸場見学3]	常田館製糸場見学3	五回鉄筋繭倉庫の1、2階を見学させて頂きました。現在は展示会場となっていましたが、建物はそのままなので、階段の急さに驚きました。また防火が重視された造りになっており、火事などが起きても建物が焼失しないよう工夫されているのだと感じました。
様々な作品や切り繭などを見ることができました。蚕や蛹をかじってしまう鼠を駆除する目的で猫が飼われたり、祈願されたりしていたということも初めて知りました。	2022-11-26
	62	[image: 笠原工業常田館製糸場]	笠原工業常田館製糸場	笠原工業に残る製糸工場の遺産は、「蚕都」とうたわれた上田地域の製糸工場に関連する倉庫群や建造物が、セットとして残っていることにその価値が集約されています。製糸場道構では、この常田館は民営で、イタリー式製糸を行っており、日本の近代製糸業を語り対比する上で欠かすことのできない遺産です。繭倉庫は、南乾燥機が発達した時代の倉庫までの変選が歴然と残り、学術的にも貴重な近代化道産として指定されました。	2022-11-25
	63	[image: 養蚕と着物]	養蚕と着物	今や服はユニクロやGUなどでとても安く買うことが出来ます。それこそ１着2.3000円で手に入ります。
一方生糸を使った着物は１着どんなに安くても十数万はします。
何故こんなにも高価なのでしょうか。

私は昨年上田蚕種株式会社様を訪問させて頂きました。その際、蚕の飼育の様子などを拝見しました。実際に見てみたところ、厳しい温度や湿度管理、病気など労力が想像以上にかかることを知りました。もっと安価に手に入れば着物を日常の中で着ることが出来るのではと思った私は問題の多さを目の当たりにしました。	2022-11-25
	64	[image: 上田蚕種株式会社]	上田蚕種株式会社	蚕都上田歴史・文化財マップにて現存している蚕に関わる場所を巡ってみました。
五つ目は、上田蚕種株式会社です。
大正６年に建てられた、蚕都の象徴の一つである、蚕種会社です。	2022-11-24
	65	[image: 笠原工業常田館製糸場]	笠原工業常田館製糸場	蚕都上田歴史・文化財マップにて現存している蚕に関わる場所を巡ってみました。
四つ目は笠原工業常田館製糸場です。
明治３３年からある、製糸工場です。	2022-11-24
	66	[image: 旧上田市立図書館]	旧上田市立図書館	蚕都上田歴史・文化財マップにて現存している蚕に関わる場所を巡ってみました。
三つ目は、現在は石井鶴三美術館の旧上田市立図書館です。
近代の上田市は、蚕都の経済力を背景に、このような学習活動が盛んで、この建物はその気風を象徴する建物だそうです。	2022-11-24
	67	[image: 上田倉庫]	上田倉庫	蚕都上田歴史・文化財マップにて現存している蚕に関わる場所を巡ってみました。
二つ目が現在はみすず飴本舗飯島商店になっている場所で、上田倉庫です。
当時は信越線上田への出荷前線基地として活躍したそうです。	2022-11-24
	68	[image: 蚕神像]	蚕神像	蚕都上田歴史・文化財マップにて現存している蚕に関わる場所を巡ってみました。
一つ目が上田駅にある蚕神の像です。
中村直人さんから贈られたものだそうです。	2022-11-24
	69	[image: みすゞ飴店舗]	みすゞ飴店舗	土蔵は明治27年に建てられた繭蔵です。上田駅から出荷される蚕の繭を一時的に集積されるために建てられました。当時多くあった繭蔵は、やがて蚕業の衰えと共に壊されてしまいました。蚕都だった当時の上田を伝える貴重な産業遺産として今も大切に保存されています。	2022-11-24
	70	[image: サントミューゼ]	サントミューゼ	サントミューゼは、上田市立美術館と上田市交流文化芸術センターから構成される複合型文化施設です。
サントミューゼの『サント』は蚕都上田、『ミューゼ』は蚕都の女神という意味があります。また、「ひと」「まち」「文化」の3つの「サン」、そして太陽の「サン」をイメージし、施設を盛り立てる音楽や美術館にも関連しています。このように、上田市の歴史と文化を想起させてくれる由来となっています。	2022-11-24
	71	[image: 蚕神の像「繭の女神」]	蚕神の像「繭の女神」	中村直人さんから贈られ、正面の水飲み場の上に飾られたのが、蚕神の像です。蚕都上田の残像によせる上田・小県地方の人々の心を現したのが、手に繭を捧げる、この女神だったのでした。	2022-11-24
	72	[image: 常田館製糸場見学2]	常田館製糸場見学2	常田館製糸場の外観です。
製糸場は蚕の繭から生糸を作る工場であり、繭を乾燥させ保管する工程、繭を出庫し、煮て柔らかくする工程、繰糸機械を使って糸とりする工程などが行われているそうです。
4棟残る繭倉庫は、初期の多窓式多層倉庫から繭乾燥機が発達した時代の倉庫までの変遷が歴然と残り、学術的にも貴重な近代文化遺産として指定されています。	2022-11-24
	73	[image: 常田館製糸場へ見学]	常田館製糸場へ見学	信州上田学で触れた養蚕の歴史を掘り下げるため、常田館製糸場へ見学へ行きました。
道中、「蚕影町の由来」という看板を見つけ、思わぬところで蚕都の面影を感じることになりました。	2022-11-24
	74	[image: 常田館製糸場見学1]	常田館製糸場見学1	蚕都上田について学ぶため、常田館製糸場に見学に行ってきました。
上田駅から常田館製糸場に行くまでの道で「蚕影町の由来」と書かれた看板を見つけました。そこの周辺が一面桑畑であったことや、常田館が建設されて、機械製糸業が主流となり、蚕の道（シルクロード）と呼ばれて蚕都の全盛を迎えたことなどが書かれていました。神社や町の名前に「蚕」という字が入るほど、蚕糸業が当時の生活に大きな影響を与えていたのだと感じました。	2022-11-24
	75	[image: 中間まとめ]	中間まとめ	上田に触れて感じたことは二つあった。自分が感じていた以上に「良い街」だったことと直接見てみなければわからないような魅力があったことだ。僕は探検の内容を決める際、パンフレットを参考にルートを決めたのだが正直上田市の魅力に対して、半信半疑なところが大きかった。しかし実際に足を運んでみると、昔ながらの街並みや上田の歴史を感じられる場所が多くあった。特に上田地域の凄みを感じたのは残されている歴史資料の多さだ。僕が住んでいた地域ではここまで多くの資料は存在していなかったと思います。上田市公文書館やマルチメディアセンターなど、資料を補完する施設が多くあり、ほかの地域と比べて歴史的な魅力が特に多いと感じた。具体的には養蚕業や地域に伝わる郷土料理、政治に関する文献などが残っており、特に養蚕	2022-11-24
	76	[image: 上田の蚕種業の歴史]	上田の蚕種業の歴史	いつから始まったのか、上田の特徴を踏まえて蚕種業の歴史をとらえていきたいと思います。

江戸時代の末期から昭和にかけて、長野県の経済を支えたのが蚕糸業です。養蚕が盛んだった上田盆地は、千曲川とその支流が作る扇状地や河岸段丘が発達し、桑の栽培適地でした。また、年間降水量が1000㎜未満という気候は蚕の飼育に適しており長野県内でも上田盆地は春蚕の産地でした。また、松本盆地では夏秋蚕を中心として発展してきた地域であり、いつも対比されていました。こうした傾向は養蚕飼育技術が改良される明治末期まで続きました。	2022-11-22
	77	[image: 小諸・上塩尻・その他地域における活動中間報告]	小諸・上塩尻・その他地域における活動中間報告	小諸・上塩尻・その他地域における後期の活動について述べています。
具体的な内容としては、小諸では講演会の参加やそのYouTube撮影・投稿を行い、上塩尻では藤本蚕業歴史館資料のデジタル化、その他地域では神川小学校のデジタルマップを利用した学習支援や上田自由大学シンポジウム及びキモノマルシェの参加について書いています。	2022-11-21
	78	[image: 養蚕によって作られるものと需要]	養蚕によって作られるものと需要	養蚕ではその作業により生糸が作られることとなりますが、最近ではその生糸の需要が減ってきています。
では生糸から何が作られるのか。有名なところでは絹織物でしょう。他には絹靴下などの編物や、組紐(くみひも)などの組物、琴糸や三味線糸などにも使われています。需要の観点から言えば明らかに「着物離れ」であることは明確です。
着物は普段着から特別な日に着る晴れ着としての役割に移り変わってきました。そのため着物の需要は減り、直接的に養蚕の需要も減っていきました。
その解決策の一つとして街の景観の整備を提案します。近代化する都市で着物は浮いてしまいます。京都の景観保持の例のように上田地域でも着物が溶け込めるような景観を作り出す、あるいは復元すれば需要も増えるのではないでしょうか。	2022-11-18
	79	[image: 上田で養蚕はなぜ始まったのか。]	上田で養蚕はなぜ始まったのか。	養蚕のこれからを考えていくとき、過去を振り返ることはとても大切なことです。今回では上田で養蚕がどのようにして始まっていったのかを振り返ります。

年間降水量が1000ミリ以下の上田地域は長野県内でもとりわけ蚕の飼育に適しています。全国的にみてもこれほど降水量が少ない土地はそうありません。養蚕業をするには輸出がしやすい海辺の方がコストがかかりませんが、どうしても降水量は多くなります。
そういった理由も一部あり長野が養蚕の名産になったのです。
また、上田の養蚕の始まりは寛文の時代に藤本善右衛門家によってはじめられたとされています。	2022-11-18
	80	[image: サントミューゼ]	サントミューゼ	上田市交流文化芸術センター・上田市立美術館・交流芝生広場が併設された複合文化型施設。
サントミューゼは、蚕都上田の「サント」と、芸術の女神「ミューズ」が由来とされている。	2022-11-18
	81	[image: みすゞ飴本舗②]	みすゞ飴本舗②	みすゞ飴本舗出入口の階段には、この建物が変化していった様子が記されています。
通りすがりにも、ここで蚕都の歴史に触れることができます。	2022-11-17
	82	[image: 蚕神の像]	蚕神の像	かつて日本の蚕種・製糸業をリードした上田の玄関口らしく、上田駅のエントランス前には、故中村直人画伯から贈られた「蚕神像」が飾られている。	2022-11-14
	83	[image: 上田市マルチメディア情報センター　振り返り]	上田市マルチメディア情報センター　振り返り	個人的に印象的に残っているのが蚕糸業でした。上田市に深い関わりがある蚕糸業は今ではそこまで見なくなってしまいましたが、一昔前は上田の中でも名のある産業でした。昔から上田に住んでいたため学校でも習ってきたので、ある程度は理解していましたが、ビデオで見ると養蚕の効率化が凄く、職人の手付きで蚕が凄まじい速度で育って行くのを見るのは感慨深いものがありました。自分も子供の頃に蚕を育てたことがあったので、蚕をこんなにも手際よくお世話できるのは凄いと感じました。	2022-11-14
	84	[image: 藤本蚕業歴史館で学ぶデジタルアーキビスト養成リスキル/リカレント講座]	藤本蚕業歴史館で学ぶデジタルアーキビスト養成リスキル/リカレント講座	藤本蚕業プロジェクト　＋
デジタルアーカイブ学会地域アーカイブ部会シリーズ研究会
「藤本蚕業歴史館で学ぶデジタルアーキビスト養成リスキル/リカレント講座」

地域資源のデジタルアーカイブ化とその活用を図ることができる人材育成が本講座のねらいです。リタイアされた方々にとってはリカレント（学び直し）な学習、教員・文化施設職員などにとってはリスキル（スキル・知識の新たな獲得）の学習機会となります。藤本蚕業歴史館（長野県上田市）をフィールドにオンライン形式で開催します。

▼講座概要
実践講座１：地域資料活用によるキュレーション講座
【日程】2022～23年
　12/10(土)10:00～16:00 藤本蚕業歴史館に学ぶ地域アーカイ	2022-11-14
	85	[image: 蚕種の里「上塩尻」まちあるきで再発見2022/11/26(藤本蚕業プロジェクト主催)＝終了]	蚕種の里「上塩尻」まちあるきで再発見2022/11/26(藤本蚕業プロジェクト主催)＝終了	上塩尻の蚕種製造民家、街並み、猫瓦（それ何？）などをめぐる見学会です。

令和４年度長野県地域発元気づくり支援金事業「藤本蚕業資源活用事業」
蚕種の里上塩尻をまちあるき、古建築と景観の保全活用についても意見交換

日本一の蚕種製造の中心地だった上塩尻の街並みや建物を探訪します。当日は建築史学のモリス先生を交え、古建築・景観の保全活用について地元の皆様とも意見交換します。

【日時】2022年11月26日(土)
　・まちあるき	13:00～15:00 雨天決行
　・意見交換会	15:15～17:15（塩尻地区公民館）
【場所】藤本蚕業歴史館に集合（長野県上田市上塩尻 248）駐車場あり
【主催】藤本蚕業プロジェクト
【協力】西部地域まちづくりの会 自然・生活環境部会、上塩尻自治会、上塩尻今昔の会
【定員】・まちあるき ３	2022-11-14
	86	[image: 佐藤家住宅等見学会2022/10/29(藤本蚕業プロジェクト主催)[終了]]	佐藤家住宅等見学会2022/10/29(藤本蚕業プロジェクト主催)[終了]	令和４年度長野県地域発元気づくり支援金事業「藤本蚕業資源活用事業」
佐藤家住宅・旧佐藤宗家/藤本蚕業歴史館見学会

蚕種の里とも呼ばれた上田市上塩尻に残る全国的にも希少な蚕種製造施設/蚕種製造民家を見学し、建物に触れながら建築上の特色や歴史的背景などを学び、地域づくりに活かしていきます。見学会の様子をデジタルアーカイブ化し、全国に向けても情報発信する機会とします。

【見学内容】佐藤家住宅(三ツ引)(2021年国登録有形文化財登録)、旧佐藤宗家(蚕室２
棟と邸宅跡)、藤本蚕業歴史館(旧藤本蚕業社屋)を見学。藤本蚕業歴史館展示室を事前開放。
【日時】2022 年 10 月 29 日(土) 14:00～16:00 雨天決行 （歴史館の事前見学 13:00～）
【場所】藤本蚕業歴史館に集合（長野県上田市上塩尻 248）駐車場あり
【主催】藤本蚕業プロジェ	2022-11-14
	87	[image: サントミューゼ]	サントミューゼ	私は蚕都上田に興味を持ち、実際に自分で足を運びフィールドワークをした場所を紹介していく。

上田市にある複合型文化施設で「蚕都」＝「サント」と「芸術の女神」＝「ミューズ」が由来になっている。
長野県上田市にある「上田市立美術館」やホール、交流芝生広場などを有する地下1階地上5階建ての建物で、アートに触れ、人々と交流し、ゆったりとした時間を楽しむことができる。
先日、サントミューゼにて、「ため池フォーラム」が開催され、その際に撮影した写真である。	2022-11-14
	88	[image: みすゞ飴本舗]	みすゞ飴本舗	明治27年に上田倉庫株式会社の蚕繭集積倉庫として建築され、蚕繭出荷の前線基地として活躍した繭倉の一つです。
蚕都上田が盛んだった当時は数十棟の繭倉が上田駅前に軒を連ねていましたが、終戦後は生糸関連産業が急速に衰退し、昭和30年代から40年代前半にかけて次々と取り壊されていきました。
昭和45年、飯島商店（現在のみすゞ飴本舗）が諏訪倉庫から2棟の繭倉を購入し、現在も飯島商店事務棟・作業棟であるとともに、当時の蚕都上田について知ることができる貴重な産業遺産になっています。	2022-11-13
	89	[image: 笠原工業常田館製糸場]	笠原工業常田館製糸場	平成24年12月28日　旧常田館製糸場施設が重要文化財として指定。
平成22年2月17日　笠原工業常田館製糸場が上田市指定文化財に指定。

明治33年（1900年）に笠原房吉によって「常田館製糸場」（屋号は〇二）は創業しました。明治以降、日本の生糸は輸出世界一の座を占有してきました。生糸の性状は原料である繭の影響を直接受けて変化します。国内最高層の木造5階建て繭倉庫、大正時代末の鉄筋コンクリート5階建て倉庫群などによって、年間を通して均等な生糸を生産した常田館製糸場は学術的にも貴重な文化財になっています。	2022-11-13
	90	[image: 小岩井紬工房さん]	小岩井紬工房さん	今回、小岩井紬工房さんで工房の見学と上田紬についてお話を伺いました。
小岩井紬工房さんは上田紬の伝統である縞・格子柄のほかに、上田市ならではの信州上田産のりんごの樹皮を用いて染めた林檎染や上田城跡公園の桜で染めた桜染など様々な種類の上田紬が販売されています。
また、着物や帯だけでなく現代のニーズに合わせて上田紬のネクタイやカードケース、ハンドバッグなども販売されています。

工房見学だけでなく、花瓶敷織り体験（所要時間40分・2500円）、『織りの休日倶楽部』など実際に制作を体験することもできます。詳しくは小岩井紬工房HPをチェック！	2022-11-13
	91	[image: 上田紬の歴史・特徴]	上田紬の歴史・特徴	上田紬は今から約400年前、真田昌幸が上田城を築城した際に地場産業として奨励した真田織が始まりだそうです。
江戸時代には結城紬（茨城県・栃木県が主な生産地）、大島紬（鹿児島県が主な生産地）と並んで上田紬が日本三大紬のひとつに数えられました。

上田紬は手触りがよく、軽く丈夫で吸放湿性の高いことが特徴です。
また、縞と格子柄が特徴の上田紬は縦糸と横糸の重なりで様々な色や柄が生まれます。

小岩井紬工房さんで工房見学をさせていただき、上田紬についてお話を伺いました。
写真は小岩井紬工房さんで見学させていただいた際の写真です。	2022-11-13
	92	[image: 市民の交流の場　サントミューゼ]	市民の交流の場　サントミューゼ	上田市交流文化センター・上田市立美術館があるサントミューゼは平成26年10月2日に開館しました。
観客と奏者の一体感を演出する上田市交流文化センターの大ホールは、1530席の座席数があり、オーケストラやミュージカル、演劇など様々な芸術を鑑賞することができます。
上田市立美術館は市民アトリエ・ギャラリーや子どもアトリエなど子供から大人まで創作活動ができる空間が備えられています。

このように芸術といった観点から上田市民の交流の場となっているサントミューゼは「蚕都（さんと）」から名前がきています。
蚕糸業が盛んだった上田をサントミューゼという名前から感じることができます。	2022-11-13
	93	[image: キモノマルシェ　-当日の様子-]	キモノマルシェ　-当日の様子-	　こちらの写真は、海野町商店街のまちなかキャンパスで行われた「キモノマルシェ」の様子です。

　写真から分かる通り、多くの方々に来場して頂きました。小諸や上田の藤本蚕業、海野町商店街の今昔に関わる展示を見て、感動してくださる方や、この写真は一体何なのか不思議そうに見ている方がいらっしゃいました。

　実際に着物を着て、来場してくださった方々と着物について語り合うことがとても楽しく感じ、あっという間の一日でした。


　	2022-11-08
	94	[image: キモノマルシェ　-まちなかキャンパス展示様子-]	キモノマルシェ　-まちなかキャンパス展示様子-	　こちらの写真は、海野町商店街で行われた「キモノマルシェ」の展示の様子です。

　日時：10月23日（日）10：00～16：00
　場所：まちなかキャンパス
　内容：1．和裁講座　ちくちく半衿付け
　　　　講師　きものニスト工房　清水寛美さん
　　　　2．信州の蚕都
　　　　企画展示　上田と小諸をピックアップ
　　　　3．海野町商店街今昔展示
　　　　4．ミニレクチャー
　　　　　・海野町商店街今昔　長野大学企業情報学部学生
　　　　　・上田（藤本蚕業）　長野大学　前川教授
　　　　　・小諸　きものニスト工房　清水寛美さん

多くの方に来場して頂きました。
ありがとうございました。





　
　	2022-11-08
	95	[image: 10/27　神川小地域学習支援①　地域探検～お気に入りの場所やものを探そう～]	10/27　神川小地域学習支援①　地域探検～お気に入りの場所やものを探そう～	全3回ある授業の1回目です。
10月27日に神川小の3年生の児童と一緒に、国分地区を探検し、お気に入りの場所やものを探すという学習支援を行いました。
今回は蚕影神社→信濃国分寺駅→国分寺→史跡公園の順番で地域を探検し、みんな思い思いにいろんな物にカメラを向けていました。
児童はクロームブックで写真を撮ることに非常に興味を持っていて、神社などの大きな建造物から駅に咲いている花や公園に落ちている葉っぱなどの小さなものまで写真をたくさん撮っている児童が多く見受けられました。
「こんなところに文字が書いてある！」「なんだこれ！？」と不思議に思ったり新しい発見ができた児童や「こんなの見つけたよ！」「きれいな写真が撮れたよ！」と私に見せてくれる児童もいました。
子供はこういうところに興味を持つんだ	2022-10-27
	96	[image: 前川道博／蚕の卵：シルク文化の源泉＠キモノマルシェ2022]	前川道博／蚕の卵：シルク文化の源泉＠キモノマルシェ2022	

前川道博(長野大学教授)／ミニレクチャー「蚕の卵：シルク文化の源泉」
2022/10/23　まちなかキャンパスうえだ	2022-11-06
	97	[image: サントミューゼ]	サントミューゼ	サントミューゼのサントは「蚕都」のサント。
日頃コンサートや展示会が行われているサントミューゼ。
サントが蚕都だと知らない人が多いかもしれないですが、上田の人々から愛されている訳は自然と名前にあるのかもしれません。

場所  上田駅から徒歩7分
開館時間  9:00～17:00	2022-11-03
	98	[image: 蚕都とは]	蚕都とは	そもそも蚕都とはなにか、ということから投稿してみたいと思います。

蚕糸業の中心として繁栄した都市のことで、上田市も蚕都のひとつです。
上田市の他には京都府綾部市などが蚕都として知られます。

上田は江戸時代から昭和時代にかけて蚕糸業で発展を遂げてきました。

当時使われていた施設が現存しており、国の登録有形文化財に指定されていることからも、蚕都としての上田を垣間見ることができます。	2022-11-03
	99	[image: 繭の女神]	繭の女神	蚕都上田の残映によせる上田・小県地方の人々の心を現したのが、天に繭を捧げる女神の像です。
上田駅改装の際に故中村直人画伯から贈られ、正面の水飲み場の上に飾られていたが、後に駅改築に伴い倉庫にしまわれていました。
しかし、当時の活力を思い出すために再びかざられることとなりました。

場所  上田駅エントランス前	2022-11-03
	100	[image: みすゞ飴本舗]	みすゞ飴本舗	現在のみすゞ飴本舗は、上田駅から出荷される蚕の繭の一時集積用に建てられた繭蔵でした。蚕の業の衰えとともに次々と壊されていった繭蔵の中で、僅かに残った2棟を飯島商店が購入し、今は国指定登録有形文化財となっています。
みすゞ飴や、蚕の餌でもあった桑の木の実のジャムも販売されています。

場所  お城口から徒歩3分
営業時間  10:00～18:00	2022-11-03

  ≪  1  2  3  4  5  6  ≫


			
			
				[image: 地図で見る]
				

			

トップページへ戻る


				

				
					[image: キーワード]
						歴史(83)
	蚕都上田(80)
	蚕糸業(69)
	蚕種製造(51)
	上塩尻(48)
	蚕(33)
	信州上田学(32)
	上田市(31)
	蚕都(27)
	養蚕(25)
	藤本蚕業歴史館(24)
	上田(23)
	製糸業(18)
	上田紬(16)
	デジタルアーカイブ(16)
	蚕種製造民家群(15)
	まちあるき(14)
	蚕種(13)
	キモノマルシェ(13)
	長野県(12)
	近代史(12)
	塩尻地区(11)
	近代(11)
	着物(11)
	前川道博(11)
	常田館製糸場(11)
	歴史的景観(11)
	近現代(10)
	蚕業(10)
	長野大学(10)
	地域学習(10)
	上塩尻まちあるき2022(10)
	生糸(9)
	蚕糸(9)
	上田蚕種(9)
	笠原工業(9)
	信州(9)
	景観(8)
	古建築(8)
	地域史(8)
	藤本善右衛門(8)
	小諸市(8)
	横浜(8)
	小諸(8)
	製糸(7)
	蚕種製造民家(7)
	岡谷蚕糸博物館(7)
	産業(7)
	蚕種製造業(7)
	イベント(7)
	常田館製糸所(7)
	地域資料(6)
	生糸貿易(6)
	蚕都上田プロジェクト(6)
	地域学(6)
	シルクロード(6)
	サントミューゼ(6)
	文書(5)
	小県蚕業学校(5)
	産業史(5)
	蚕室民家(5)
	常田(5)
	西塩田時報(5)
	養蚕業(5)
	昆虫食(5)
	キュレーション(5)
	風穴(5)
	デジタルコモンズ(5)
	一次資料(5)
	前川ゼミ(5)
	松代(5)
	蚕室(4)
	近代化産業遺産(4)
	上田東高校(4)
	食(4)
	蚕糸王国(4)
	上田町(4)
	郷土史(4)
	桑(4)
	小岩井紬工房(4)
	文化(4)
	建築(4)
	上田蚕糸専門学校(4)
	製糸場(4)
	日本博覧図(4)
	銅版画(4)
	地図(4)
	時報(4)
	学生(4)
	地域キュレーション(4)
	まちなかキャンパスうえだ(4)
	藤本蚕業(4)
	文書館(4)
	＃蚕都上田(4)
	＃上田(4)
	別所温泉(4)
	塩尻村(3)
	北国街道(3)
	歴史スポット(3)
	丸子(3)
	飯沼(3)
	蚕糸王国信州(3)
	書籍(3)
	大屋駅(3)
	石碑(3)
	蚕糸業史(3)
	信濃国(3)
	蚕の卵(3)
	古民家(3)
	文化財(3)
	シルク(3)
	講演(3)
	猫瓦(3)
	繭(3)
	千曲川(3)
	岡谷市(3)
	歴史的建造物(3)
	日本シルクロード(3)
	幕末(3)
	ポスト蚕糸業(3)
	キュレーション学習(3)
	お土産(3)
	スイーツ(3)
	地域づくり(3)
	観光(3)
	海野町商店街(3)
	佐藤家住宅(3)
	蚕種の里(3)
	蛹(3)
	デジタルアーキビスト(3)
	地域探究(3)
	鉄道(3)
	秋和(2)
	ブックレット(2)
	横浜開港(2)
	生糸輸出(2)
	歴史文化スポット(2)
	しなの鉄道(2)
	レトロ(2)
	教育(2)
	学校(2)
	古い建物(2)
	金融(2)
	梅花幼稚園(2)
	幼稚園(2)
	信濃(2)
	上田市誌(2)
	桑園(2)
	藤本の蚕室(2)
	桑の葉(2)
	校歌(2)
	土井晩翠(2)
	岡野貞一(2)
	信州大学繊維学部(2)
	旧常田館製糸場(2)
	沓掛酒造(2)
	勝俣英吉郎(2)
	貿易(2)
	自然(2)
	越屋根(2)
	生涯学習(2)
	工場(2)
	大正(2)
	      繭(2)
	地籍図(2)
	長野市(2)
	りんご(2)
	情報通信文化論(2)
	宮坂製糸所(2)
	シルクソープ(2)
	蚕種業(2)
	国指定登録有形文化財(2)
	記念碑(2)
	偉人(2)
	三吉米熊(2)
	岡谷(2)
	講座(2)
	絹の道(2)
	嶋田昌子(2)
	横浜シティガイド協会(2)
	近代産業(2)
	富岡製糸場(2)
	歴史資料(2)
	蚕飼育(2)
	グルメ(2)
	調査研究(2)
	上田の歴史(2)
	美術館(2)
	芸術(2)
	交流(2)
	公共施設(2)
	地域アーカイブ(2)
	民間で始まる蚕糸業ものがたり(2)
	講演会(2)
	街歩き(2)
	長野大学前川ゼミ(2)
	清水寛美(2)
	見学会(2)
	六工社(2)
	地域探検(2)
	海野町(2)
	笠原工業常田館製糸場(2)
	デジタルアーキビスト養成講座(2)
	研究発表(2)
	雑誌(2)
	蚕糸王国長野県(2)
	ゆたかや(2)
	アサヒグラフ(2)
	長野(2)
	さなぎ(2)
	学習成果(2)
	こが(2)
	交通(2)
	文庫蔵(1)
	記録(1)
	秋和村(1)
	上塩尻村(1)
	町並み(1)
	集落(1)
	#上田市#下塩尻#夏#ゲンジボタル#観光スポット#文化#自然#川#歴史#伝統(1)
	#上田市#上塩尻#神社#歴史#文化#伝統#万葉集#自然#歌碑#山#神様(1)
	人物(1)
	神社(1)
	散歩(1)
	駅から近い(1)
	狛犬(1)
	アクセス(1)
	建御名方命(1)
	たけみなかたのみこと(1)
	広場(1)
	アウトドア(1)
	運動(1)
	輸出(1)
	江戸時代(1)
	西塩田(1)
	別所(1)
	大屋(1)
	請願駅(1)
	古い(1)
	蚕の糸(1)
	大家駅(1)
	時計(1)
	古時計(1)
	第十九国立銀行(1)
	中等教育(1)
	信濃銀行跡(1)
	銀行(1)
	園舎(1)
	鶏肉(1)
	平野屋(1)
	栽桑(1)
	桑苗(1)
	藤本つむぎ工房(1)
	伝統工芸(1)
	市史(1)
	旧上田市(1)
	丸子町誌(1)
	真田町誌(1)
	武石村誌(1)
	丸子町史(1)
	真田町史(1)
	武石村史(1)
	上田市史(1)
	桑の実(1)
	体験(1)
	上田と生糸貿易(1)
	つるし飾り(1)
	つるし雛(1)
	ひな人形(1)
	おしびな(1)
	伝統文化(1)
	武石ともしび博物館(1)
	和服(1)
	小岩井カリナ(1)
	UEDA SILK(1)
	地域の記憶(1)
	古い写真(1)
	地域景観(1)
	上田市観光協会(1)
	工学院大学山崎弘研究室(1)
	ミニチュア(1)
	養蚕民家集落(1)
	埋薪(1)
	洋風建築(1)
	藤本善右衛門縄葛(1)
	蚕種製造家(1)
	続錦雑誌(1)
	国立歴史民俗博物館(1)
	博物展示(1)
	上塩尻文庫蔵(1)
	モリス先生(1)
	全国町並みゼミ(1)
	近代教育(1)
	蚕糸教育(1)
	大学(1)
	重要文化財(1)
	産業遺産(1)
	段々畑の桑園(1)
	下塩尻(1)
	景観の変容(1)
	長屋門(1)
	蚕種同業組合沿革史草稿(1)
	中島精一(1)
	蚕種同業組合(1)
	蚕業教育(1)
	養蚕教師(1)
	蚕の里サロン(1)
	和遊学舎(1)
	セミナー(1)
	絹の里づくり(1)
	蚕の里(1)
	山田順子(1)
	大谷宗之(1)
	野球(1)
	野球場(1)
	上田城跡公園野球場(1)
	鉄筋コンクリート造(1)
	高校野球(1)
	銅像(1)
	上田市体育協会(1)
	体育施設(1)
	世界恐慌(1)
	蚕影町(1)
	別所線(1)
	神畑(1)
	木(1)
	フォトジェニック(1)
	映え(1)
	ナチュラル(1)
	グリーンヒル(1)
	丸子城(1)
	ベルプラザ(1)
	養蚕、蚕種、民家、歴史、産業遺産、まちあるき(1)
	田んぼ(1)
	水神様(1)
	上田社会大学(1)
	社会教育(1)
	邸宅(1)
	佐藤尾之七(1)
	酒類醸造(1)
	沓掛権右衛門(1)
	信濃蚕種組合(1)
	小県郡蚕種同業組合(1)
	工藤善助(1)
	田中忠七(1)
	倉島弥平(1)
	佐藤郡三(1)
	明治(1)
	木造繭蔵(1)
	まとめ(1)
	      蚕糸業(1)
	       蚕糸業(1)
	小平千文(1)
	上田自由大学(1)
	信濃自由大学(1)
	信濃黎明会(1)
	山本鼎(1)
	上田小県近現代史研究会(1)
	蠶(1)
	西塩田公報(1)
	字(1)
	字界(1)
	明治時代(1)
	マルチメディア情報センター(1)
	蚕かひの学(1)
	長沼(1)
	プロジェクト研究(1)
	群馬(1)
	高崎(1)
	高崎だるま(1)
	だるまの歴史(1)
	伊那市(1)
	蚕のさなぎ(1)
	五階鉄筋繭倉庫(1)
	五階繭倉庫(1)
	工女(1)
	上田蚕種協業組合事務棟(1)
	地域探求(1)
	探究計画(1)
	旧公図(1)
	須坂市(1)
	博物館(1)
	郷土資料(1)
	臥竜公園(1)
	ステンドグラス(1)
	八丁鎧塚古墳(1)
	大きな瓦(1)
	工業史(1)
	公園(1)
	丸子工業100年(1)
	顕彰碑(1)
	工業(1)
	丸子の歴史(1)
	野澤敬(1)
	戌の満水(1)
	諏訪湖(1)
	糸のまち・こもろプロジェクト(1)
	帝蚕倉庫(1)
	上田藩(1)
	松平忠固(1)
	歴史の捉え方(1)
	オープンデータ(1)
	風穴サミット(1)
	蚕糸王国信州ものがたり(1)
	上塩尻蚕種製造民家群(1)
	セイコーエプソン(1)
	片倉工業(1)
	シナノケンシ(1)
	駒ケ根シルクミュージアム(1)
	旧林家住宅(1)
	疎開企業(1)
	信州紬(1)
	伝統的工芸品(1)
	繊維工学(1)
	素材開発(1)
	新しい蚕業(1)
	世界遺産(1)
	岡谷駅(1)
	渋沢栄一(1)
	松田玄冲(1)
	中居屋重兵衛(1)
	飯沼郷蔵(1)
	米蔵(1)
	上田市生田(1)
	年貢米(1)
	地域課題発見(1)
	地域活性化(1)
	市街地(1)
	道と川の駅(1)
	おとぎの里(1)
	ご当地(1)
	期間限定(1)
	塩尻(1)
	塩尻小学校(1)
	道具(1)
	資料(1)
	撮影(1)
	郷土資料館(1)
	探求テーマ(1)
	小林昌人(1)
	山崎弘(1)
	杉仁(1)
	長谷部弘(1)
	専門学校(1)
	塩田(1)
	ため池(1)
	服(1)
	紬(1)
	伝統(1)
	デジタル・アーカイブ(1)
	文化施設　(1)
	私の地域探求(1)
	デジタルアーカイブ学習(1)
	主体的学習(1)
	大正モダン(1)
	ジャム(1)
	みすず飴(1)
	ほうじ茶(1)
	ソフトクリーム(1)
	緑茶(1)
	お茶(1)
	道中(1)
	益子輝之(1)
	池波正太郎真田太平記館(1)
	藤本工業(1)
	地域史料(1)
	古書(1)
	糸のまち(1)
	史料(1)
	講義(1)
	学長あいさつ(1)
	中村英三(1)
	桑の木(1)
	立科町(1)
	信州着物の似合うまちネット(1)
	西部地域(1)
	千人塚(1)
	商都小諸(1)
	氷風穴(1)
	小諸風穴(1)
	純水館(1)
	遊郭(1)
	昭和(1)
	国登録有形文化財(1)
	2022信州上田学(1)
	真田家(1)
	和田英(1)
	寺(1)
	上田駅(1)
	神川小(1)
	蚕影神社(1)
	信濃国分寺駅(1)
	国分寺(1)
	史跡公園(1)
	地域学習支援(1)
	キモノ(1)
	和裁講座(1)
	まちなかキャンパス(1)
	みすゞ飴本舗(1)
	複合型施設　サントミューゼ(1)
	登録有形文化財(1)
	建築史(1)
	街並み景観(1)
	アーカイブス(1)
	常田館製市場(1)
	文化財保全(1)
	＃上田駅(1)
	＃繭の女神(1)
	#サントミューゼ(1)
	#重要文化財(1)
	＃常田館製糸場(1)
	＃笠原工業(1)
	＃上田蚕種協業組合(1)
	＃猫(1)
	＃猫は蚕の神様(1)
	柳町(1)
	パン屋(1)
	放課後(1)
	小学校(1)
	丸子地域(1)
	郷土料理(1)
	無印良品(1)
	フナ(1)
	ペットフード(1)
	生島足島神社(1)
	土浦(1)
	出張(1)
	miniDV(1)
	記録映像(1)
	ビデオテープ(1)
	上田マルチメディア情報センター(1)
	情報(1)
	塩田鯉(1)
	グラビア(1)
	昭和時代(1)
	農民美術(1)
	塩田平(1)
	デザイン(1)
	上田小県(1)
	蚕養国神社(1)
	海野宿(1)
	宿場町(1)
	瓦(1)
	家(1)
	鬼瓦(1)
	企業(1)
	デジタルアーカイブ学会(1)
	d-commons.net(1)
	西小学校(1)
	蚕の観察日記(1)
	信州蚕糸業(1)
	中山道(1)
	重伝建(1)
	鬼怒川(1)
	茨城県(1)
	栃木県(1)
	北関東道(1)
	伝説(1)
	着物文化(1)
	日誌(1)
	久保山遥(1)
	信州シルクロード(1)
	歴史文化(1)
	観光ガイド(1)
	須坂(1)
	DX(1)
	Zoom(1)
	航空写真(1)
	信州上田学2023(1)
	諸(1)
	倉澤家蚕室(1)
	別所温泉駅(1)
	昆虫(1)
	イナゴ(1)
	いなご(1)
	笠原組常田館製糸所(1)
	書店(1)
	記憶(1)
	観光、日本遺産、歴史(1)
	解雇(1)
	ニック(1)
	オコンネル(1)
	芋虫(1)
	炊事場(1)
	浴場(1)
	学生発表(1)
	建造物(1)
	学生の探究(1)
	地域活動(1)
	デジタルミュージアム(1)
	デジタルツイン(1)
	３D(1)
	バーチャル体験(1)
	博物館DX(1)


				

				

				

			



ログイン　トップページへ


			
		


	
	
		
			[image: ]
			©  信州上田学プロジェクト

		

		
						はじめての方へ|			利用規約|			投稿上の注意|			お問い合わせフォーム
		

	
	

